
教育部

《全体事業計画》

事業期間：令和３年度～令和４年度

《全体事業計画》

事業期間：令和３年度～令和４年度

《全体事業計画》

事業期間：毎年度実施

　

《全体事業計画》

事業期間：令和3年度～令和4年度

　

●県指定文化財「山田家本屋」の茅葺屋根改修を実施（令
和3年度からの継続事業）
●県指定文化財「徳修館」の格子出窓補修を実施

財
源

国県 地方債 25,900

その他

生涯学習課

指定文化財改修事業
≪拡充≫

現計予算額 35,934 ( 720 )

一財 10,034

中学校改修事業
≪継続≫

●大規模改修他
 ・秋月中学校管理教室棟外壁及び防水改修工事
 ・住吉中学校照明改修工事
 ・周陽中学校普通教室棟外壁及び防水改修工事
 ・須金中学校排水溝改修工事

現計予算額 297,664 ( 92,129 )

財
源

国県 57,851 地方債 228,300

その他 8,200 一財 3,313

生徒が安心して快適に学ぶことができる教育環
境の充実を図るため、施設の老朽化に対応する
大規模改修等を計画的に実施します。

＊令和3年度繰越事業を含む
＊「その他」の財源は「子ども未
来夢基金」より全額充当

所属課 事業名
令和４年度 予算額及び財源内訳

令和４年度実施事業の内容
※（　）：前年度当初予算額 単位：千円

小学校改修事業
≪継続≫

●大規模改修他
 ・岐山小学校管理・教室棟トイレ改修工事
 ・周陽小学校照明改修工事
 ・富田西小学校管理・教室棟外壁及び防水改修工事
 ・富田西小学校屋体防水改修工事
 ・高水小学校普通・特別教室棟外壁及び防水改修工事
 ・大河内小学校管理特別普通教室棟トイレ改修工事
 ・大河内小学校水道接続工事
 ・遊具改修工事
●小中一貫教育の実践に伴う改修
 ・鹿野小中一貫校空調設備移設工事

教育政策課
現計予算額 459,157 ( 66,738 )

財
源

国県 78,709 地方債 242,600

その他 134,000 一財 3,848

事業目的及び事業概要

児童が安心して快適に学ぶことができる教育環
境の充実を図るため、施設の老朽化に対応する
大規模改修等を計画的に実施します。

＊令和3年度繰越事業を含む
＊「その他」の財源は「子ども未
来夢基金」より全額充当

本市へ渡来するツルの羽数を増やすため、渡来
ツルの越冬環境整備や保護ツルの移送・放鳥に
取り組みます。 ●ツルの生息環境整備の実施

●渡来ツル監視及び給餌の実施
●周南市ツル保護協議会の開催
●ツル保護のためのデータ収集及び調査の実施
●渡来数回復に向けた保護ツル移送、放鳥の実施

現計予算額 16,955 ( 16,422 )

財
源

国県 9,744 地方債

その他 3,122 一財 4,089

令和４年度　周南市教育委員会の重点施策について

市民共有の財産を後世に伝えるとともに、市民の
文化財保護意識を高めるため、指定文化財の改
修に取り組みます。

鶴保護対策事業
≪継続≫
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教育部

所属課 事業名
令和４年度 予算額及び財源内訳

令和４年度実施事業の内容
※（　）：前年度当初予算額 単位：千円

事業目的及び事業概要

令和４年度　周南市教育委員会の重点施策について

《全体事業計画》

事業期間：毎年度実施

《全体事業計画》

事業期間：毎年度実施

《全体事業計画》

事業期間：毎年度実施

《全体事業計画》

事業期間：毎年度実施

( 71,997 )

財
源

国県 地方債

●周南市人権教育推進協議会の運営
●地域人権教育連絡協議会の運営
●ブロック人権教育推進協議会の活動支援
●地域等における人権教育講演会、出前講座等の開催

●市民センター等での人権教育講座（ハートフル人権セミ
ナー）の開催

●小学生を対象とした放課後子供教室を実施
●保護者等を対象とした家庭教育講座と支援活動を実施
●学校と地域をつなぐため中学校区ごとに配置する地域学
校協働活動推進員の活動を支援

学校・家庭・地域の連携
協力推進事業
≪継続≫

社会全体で子供たちを見守り育むため、学校・家
庭・地域が協働して取り組む仕組みづくりを推進
します。

( 12,244 )
生涯学習課

10ブロックに分けた各地域の特色を生かした人
権講演会等の開催を支援することで、人権意識
の向上を図ります。

一財 4,096

人権教育課

その他

現計予算額

財
源

国県 8,181 地方債

一財 73,054

12,277

市民センター等を会場として人権教育講座を行う
ことにより、地域住民の人権意識の向上を図りま
す。

その他

682

●子どもたちが、「確かな学力」「豊かな心」「健やかな体」を
それぞれ調和のとれた「生きる力」として身につけるために取
り組む学校教育の円滑な実施及び指導を推進
●教職を志す周南公立大学生の希望者を学校支援ボラン
ティアとして小・中学校に受け入れる体制を構築し、子どもた
ちとのふれあいや、学校における授業や行事等の運営補助
等を実施

現計予算額 73,054

教員とは違う立場の若者世代とのふれあいを通
して将来のビジョンを描くなど、キャリア教育の推
進につなげます。
さらに、学校支援ボランティアの協力により、教職
員が子どもと向き合う時間を確保することで、豊か
な学びを支える教育環境を充実します。

財
源

国県 80 地方債

一財

現計予算額 211

財
源

国県 80

その他

人権教育講座運営事業
≪継続≫

地域人権教育推進事業
≪継続≫

現計予算額 762 ( 762 )

( 192 )

地方債

一財 131

教育指導一般事務事業
≪拡充≫学校教育課

その他
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教育部

所属課 事業名
令和４年度 予算額及び財源内訳

令和４年度実施事業の内容
※（　）：前年度当初予算額 単位：千円

事業目的及び事業概要

令和４年度　周南市教育委員会の重点施策について

《全体事業計画》

事業期間：毎年度実施

《全体事業計画》

事業期間　毎年度実施

《全体事業計画》

事業期間　令和3年度～令和４年度

《全体事業計画》

事業期間　毎年度実施

現計予算額 ( 38,268 )

国県

( 2,641 )

財
源

国県 1,323 地方債

947

GIGAスクール構想推進
事業
≪拡充≫ 財

源

地方債

一財

地方債

やまぐち部活動改革推
進事業
≪継続≫

35,119

学校図書館活用推進事
業
≪拡充≫

その他 一財

部活動指導員配置事業
≪継続≫

2,270

その他

学校教育課

その他 一財 30,360

現計予算額 1,872 ( 2,700 )

財
源

国県 1,872 地方債

30,360 ( 28,147 )

国県財
源

学校における図書館の充実を図るとともに、児童
生徒の読書への関心を高め、読書活動の推進や
学習支援を充実します。

0

専門的知識・技術を有する外部指導者による指
導により、生徒の技術向上等、部活動の充実を
図ります。教員の部活動指導に係る負担軽減を
図ります。

●国が進める、休日（土・日・祝日）の部活動に係る地域ス
ポーツ・文化活動への段階的移行を踏まえ、中学校1校にお
いて地域指導者6名を配置し、実践研究を実施
●教員の部活動指導に係る負担を軽減し、生徒指導や授業
準備等、専門性を活かした業務の時間を確保その他 一財

35,119

デジタルによる学習展開などＩＣＴの「学び」への
活用により、学習指導の充実及び深化によって、
教育水準の向上を図ります。より高い水準の教育
情報化により、学校ＩＣＴ教育環境の向上を図りま
す。

●１人１台端末等の機器を有効に活用した円滑な授業展開
などについて教員を支援するため、ＩＣＴ教育アドバイザーを2
名配置
●子どもたちに個別最適化された資質・能力育成をしていく
ため、ＧＩＧＡスクール構想の実現によるＩＣＴ教育環境を整備
及び活用の促進

専門的知識・技術を有する外部指導者による指
導により、生徒の技術向上等、部活動の充実を
図ります。
教員の部活動指導に係る負担軽減により、生徒
指導等、教育環境の充実を図ります。

●中学校の部活動において、生徒の能力に応じた適切な練
習法の導入等、部活動の質的向上を図るため、専門的知
識・技術を有する指導員を6名配置
●教員の部活動指導に係る負担を軽減し、生徒指導や授業
準備等、専門性を活かした業務の時間を確保

現計予算額

●司書資格を有する経験豊富な学校図書館司書12名、ま
た、学校図書館指導員14名を小・中学校にそれぞれ配置し、
児童生徒への読書活動の推進と学習支援を充実
●学校図書館管理システムを活用し、児童生徒の読書傾向
等の分析に基づく本の紹介や読み聞かせ等、児童生徒の関
心を高め、読書活動の推進を図る取組をさらに充実

現計予算額
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教育部

所属課 事業名
令和４年度 予算額及び財源内訳

令和４年度実施事業の内容
※（　）：前年度当初予算額 単位：千円

事業目的及び事業概要

令和４年度　周南市教育委員会の重点施策について

《全体事業計画》

事業期間　毎年度実施

《全体事業計画》

事業期間　令和3年度～

《全体事業計画》

事業期間：毎年度実施

《全体事業計画》

事業期間：毎年度実施

各学校給食センターの円滑な運営により、児童
生徒に安心安全でおいしい学校給食を安定供
給します。

12,788

各学校給食センター間の調整を円滑に行い、児
童生徒に安心安全でおいしい学校給食を安定
供給します。

●市内6か所の学校給食センターの管理運営
●新南陽学校給食センターにおいて、ＰＦＩ事業者が行う運
営・維持管理業務のモニタリングを実施

現計予算額 617,042 ( 602,998 )

一財 2,340

地方債

地方債

現計予算額

その他

国県 地方債

その他 354 一財 616,688

学校給食費一般事業
≪拡充≫

現計予算額 2,340 ( 0 )

財
源

国県

学校給食課

学校・家庭支援専門家
配置事業
≪新規≫

その他

教員業務支援員配置事
業
≪継続≫

学校教育課

財
源

学校給食管理運営事業
≪拡充≫

財
源

国県 地方債

その他 6 一財

32,008 ( 0 )

財
源

国県 9,100

●生徒指導上の様々な問題を抱える児童生徒を取り巻く環
境に着目して働きかけ、関係機関等との連携をより一層強化
し、問題を抱える児童生徒の早期の課題解決と学校・家庭支
援を図る専門家としてスクールソーシャルワーカーを1名配置
●既に配置しているスクールカウンセラーと連携し、生活指
導上の課題等の解決に向け、専門家として学校を支援

児童生徒の心のケアや環境への働きかけを柔軟
に対応し、諸課題の早期解決を図ります。

●各小中学校の給食配膳室に設置されている冷蔵庫の更
新
●学校給食センター運営審議会の開催

現計予算額 12,794 ( 1,550 )

子どもと向き合う時間の確保による子どもたちの
豊かな学びを支える教育環境を充実させます。
持続可能な学校指導、運営体制の構築及び教
員のワークライフバランスを実現します。 ●教員が子どもと向き合う時間を十分確保し、本来担うべき

業務に専念できるよう、ウィズコロナに対応した校内の消毒作
業や授業準備、学習評価等の補助業務を行う教員業務支援
員48名を小・中学校に配置

一財 22,908

―　4　―



教育部

所属課 事業名
令和４年度 予算額及び財源内訳

令和４年度実施事業の内容
※（　）：前年度当初予算額 単位：千円

事業目的及び事業概要

令和４年度　周南市教育委員会の重点施策について

《全体事業計画》

事業期間：令和2年度～令和4年度

概算事業費：204,927千円

《全体事業計画》

事業期間：毎年度実施

《全体事業計画》

事業期間：毎年度実施

《全体事業計画》

事業期間：令和3年度～

●市内6館（中央・新南陽・福川・熊毛・鹿野・徳山駅前）の管
理・運営

図書館サービスの向上と読書活動の推進を図る
ために、市内6館の連携を深め、円滑な図書館運
営と利用しやすい図書館づくりに努めます。

財
源

国県 地方債

その他 10,142 一財 172,166

( 176,025 )

図書館資料購入事業
≪継続≫

学校給食センター解体
事業
≪継続≫

学校給食課

図書館管理運営事業
≪継続≫

中央図書館
現計予算額 182,308

●多様化するニーズに応えるべく、新鮮で広範囲にわたる資
料を収集

現計予算額 32,100 ( 34,578 )

32,035

財
源

国県 地方債

その他 65 一財

生涯学習時代の多くの利用者の期待に応えられ
るよう、新鮮で広範囲にわたる図書館資料の収
集、充実に努めます。

●旧新南陽学校給食センターの解体
(1)　解体工事

現計予算額 88,770 ( 112,707 )

財
源

国県 地方債 79,800

その他 一財 8,970

新たに新南陽学校給食センターを設置したこと
に伴い、既存の2センター（徳山西、新南陽）を解
体・除去し、その後の土地売却・転用等により、跡
地の有効活用を図ります。

電子図書館運営事業
≪継続≫

非来館型サービスの提供による利便性の向上
や、電子書籍の持つ優れたアクセシビリティを活
用することで、幅広い利用者層に対して、サービ
スを提供します。

●電子図書館サービスの運用

現計予算額 2,860 ( 0 )

財
源

国県 2,860 地方債

その他 一財 0

―　5　―



１．小・中学校改修事業 （事業費合計 ７５６，８２１千円） 

 

（１）小学校改修事業(事業費 ４５９，１５７千円（前年度繰越事業費を含む))  

工事名等 予算区分 予 算 額 事 業 概 要 

富田西小学校屋体防水改修 現年 ４２，９９９千円 経年劣化が著しい屋上防水の張り替え等を実施する。 

鹿野小中一貫校空調設備移設 現年 １１，４２８千円 
小中一貫教育を推進するため、鹿野中学校から鹿野小学

校へ空調設備を移設する。 

遊具改修 現年 １３，０００千円 

「周南市学校施設等長寿命化計画」策定の中で実施した

遊具点検の結果を踏まえ、劣化が著しい遊具を撤去及び更

新する。 

大河内小学校水道接続 現年 １３，４６４千円 
大河内小学校の貯水槽水道方式から直結給水方式へ給

水方式を変更する。 

小学校外壁・防水改修 

（富田西、高水） 
繰越 １６９，２２８千円 

経年劣化が著しい校舎の外壁及び屋上防水を一括して

改修する。 

小学校トイレ改修 

（岐山、大河内） 
繰越 １０４，７１１千円 

トイレの洋式化を図るため、岐山、大河内の各小学校の

トイレを改修する。 

周陽小学校照明改修 繰越 ２６，９３９千円 照明設備の老朽化により、ＬＥＤ照明設備に改修する。 
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【富田西小屋体防水改修】 【福川小(鉄棒)】 【富田西小(外壁・防水)】 

【高水小(外壁・防水)】 【岐山小(トイレ)】 【周陽小(照明)】 
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（２）中学校改修事業（事業費 ２９７，６６４千円（前年度繰越事業費を含む)) 

工事名等 予算区分 予 算 額 事 業 概 要 

中学校外壁・防水改修 

（秋月、周陽） 
繰越 ２４２，９１７千円 

経年劣化が著しい校舎の外壁及び屋上防水を一括して

改修する。 

住吉中学校照明改修 繰越 ４３，３８０千円 照明設備の老朽化により、ＬＥＤ照明設備に改修する。 

 

 

 

       

【秋月中(外壁・防水)】 【周陽中(外壁・防水)】 【住吉中(照明)】 
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２．学校・家庭・地域の連携協力推進事業 
  

○事業目的 … 子どもたちの育ちや学びを地域ぐるみで支える 

中学校区単位 コミュニティ・スクールを核として、学校・家庭・地域が連携・協働（ 幅広い地域住民の参画 ） 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          

放課後子供教室        予算：１０，８０２千円 
  

・希望する全児童対象、地域の実情に応じた体験提供 

・全２７小学校区に３２教室 

・協働活動サポーター ２５９人（Ｒ４.３現在） 
  

●児童クラブとの一体的な実施 １６教室 

サポーター研修（プログラム充実や安全管理など） 

 

家庭教育支援         予算： １，０４５千円 
  

・保護者の家庭教育や子育ての悩み解消を支援 

・家庭教育支援チーム ６チーム・７０人（Ｒ４.３現在） 
  

●チームの活動支援、チーム員研修 

地域と学校の連携・協働    予算：   ４３０千円 
  

・中学校区単位で学校と地域の連携をコーディネート 

・地域学校協働活動推進員 １３人（Ｒ４.３現在） 
  

●推進員の活動支援、推進員研修 

地域における関係者との交流機会提供 

【別事業】児童クラブ事業（合計） 予算：３０９，２２６千円 
  

・就労等のため家庭で保育できない児童対象、安全な居場所提供 

・２４小学校区２５クラブ       

・放課後児童支援員等（会計年度２１９人＋委託。Ｒ４.２現在） 

【地域学校協働活動】  

連携 

  
【新・放課後子ども総合プラン】（厚生労働省／文部科学省）  

                              児童クラブの追加整備、放課後子供教室との一体的な実施促進 

-4-



３．人権教育講座運営事業 
周南ＪＩＮＫＥＮストリートマップ 

-5-



 

開催日 会  場 テーマ 講  師 

6 月 2 日 遠石市民センター 性の多様性 佐伯里英子 

6 月 8 日 コアプラザかの 子ども 次世代政策課職員 

6 月 17 日 今宿小学校 インターネット 山口県金融広報委員会職員 

6 月 21 日 新南陽ふれあいセンター ハンセン病問題 人権教育課職員 

6 月 29 日 菊川市民センター 男女共同参画 男女共同参画推進員 

6 月 30 日 岐陽中学校 インターネット 
子どもと親のサポートセンター 

ネットアドバイザー 

7 月 7 日 秋月市民センター 障害者 障害者支援課職員 

7 月 27 日 須々万市民センター別館 同和問題 社会教育指導員 OB 

9 月 2 日 戸田市民センター 高齢者 地域福祉課職員 

9 月 7 日 櫛浜市民センター 犯罪被害者と家族 山口被害者支援センター 

9 月 14 日 久米市民センター こころの健康 健康づくり推進課職員 

9 月 21 日 高水市民センター 子ども あんしん子育て室職員 

9 月 29 日 学び・交流プラザ 同和問題 社会教育指導員 OB 

10 月 14 日 大河内小学校 外国人 周南公立大学留学生 

10 月 19 日 市役所多目的室 男女共同参画 男女共同参画推進員 

10 月 27 日 長穂市民センター 障害者 社会福祉協議会職員 

令和４年度 ハートフル人権セミナー実施計画一覧 令和３年度の実施状況 

菊川小学校【外国人問題】 

周陽市民センター【男女共同参画の問題】 
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４．学校・家庭支援専門家配置事業 

 

○生徒指導上の様々な問題を抱える児童生徒を取り巻く環境に着目して働きかけ、関係機関等との連携をより一層強化し、問題を抱

える児童生徒の早期の課題解決と学校・家庭支援を図る専門家として、市がスクールソーシャルワーカー（以下、「ＳＳＷ」という。）

を 1名配置する。 

 

（１）現 状 

①不登校児童生徒数の推移 

  本市の不登校児童生徒数だけを見た場合、児童生徒数が減少する中、増加の一途をたどっている状況にある。 

 

 ②スクールソーシャルワーカー配置事業（2,205 千円。県補助事業を活用。補助率 3/5） 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ６名のＳＳＷだけでなく、既に市が配置しているスクールカウンセラーとも連携し、諸課題の早期解決を図るため、市がＳＳＷ

１名を配置する。 

 

  

・県の補助事業を活用し、本市では既に６名のＳＳＷを配置。補助による活動上限時間は、468 時間。 

・現在、ＳＳＷが様々なケースに対応しているが、６名での対応は限界に近く、年々増加する学校からの支援要請への対応が困難

な状況になりつつある。 

・学校からの要請を受けてＳＳＷが支援する場合のほとんどが、難しい問題となってから介入するケースが多いため、支援が長期

化する傾向にある。 
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（２）本事業に求められるＳＳＷの役割 

  ・学校内におけるチーム体制の構築・支援 

  ・学校から要請のあったケースの把握と派遣するスクールソーシャルワーカーの調整 

  ・これまで配置されているＳＳＷが対応できない緊急ケースへの対応 

  ・周南市教育支援センターを利用する児童生徒への、スクールカウンセラーと連携した支援 

  ・教職員等に対する支援・相談や研修活動、他市町との情報交換や研修会参加等 

 

  個別のケースに対する支援だけでなく、学校や既に配置されているＳＳＷに対する助言・支援等、スーパーバイザー的な役割を担

う。 

 

（３）スクールソーシャルワーカー配置事業との比較 

 

 財源等 配置人数 活動上限時間 

スクールソーシャルワーカー配置事業 県補助を活用。補助率 3/5。 ６名 ４６８時間 

学校・家庭支援専門家配置事業 市単独 １名 ２８８時間 

 

 ※「学校・家庭支援専門家配置事業」では、市が配置するスクールカウンセラー1 名を周南市教育支援センター事業費から組替。 

活動上限時間は、１８０時間（６０回分）。 
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【概念図】 
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５．学校給食管理運営事業 
 

 

 

 

 

センター名 

（開設年） 

配送校 40 校 

（小学校 27 校、中学校 13 校） 

委託先（委託業務） 

委託期間 

栗屋学校給食センター 

H23(2011).4.1 

小学校 5 校：遠石、久米、櫛浜、鼓南、桜木 

中学校 3 校：鼓南、太華、周陽 
ｼﾀﾞｯｸｽ大新東（調理・配送） 

H28.4.1 ～ R3.3.31 

ｼﾀﾞｯｸｽ大新東（調理・配送） 

R3.4.1 ～ R8.3.31 

住吉学校給食センター 

H23(2011).4.1 

小学校 2 校：徳山、今宿 

中学校 2 校：岐陽、住吉 
ｼﾀﾞｯｸｽ大新東（調理・配送） 

H28.4.1 ～ R3.3.31 

ｼﾀﾞｯｸｽ大新東（調理・配送） 

R3.4.1 ～ R8.3.31 

高尾学校給食センター 

H24(2012).4.1 

小学校 5 校：岐山、周陽、秋月、沼城、須磨 

中学校 2 校：秋月、須々万 
ｼﾀﾞｯｸｽ大新東（調理・配送） 

H29.4.1 ～ R4.3.31 

日米クック（調理・配送） 

R4.4.1 ～ R9.3.31 

新南陽学校給食センター 

 R2(2020).4.1 

小学校 9 校：菊川、夜市、戸田、湯野、富田東 

        富田西、福川、福川南、和田 

中学校 4 校：菊川、桜田、富田、福川 

ＰＦＩ周南市スクールランチ株式会社（ＰＦＩ事業） 

H30.3.20 ～ R17.3.31 

熊毛学校給食センター 

H26(2014).4.1 

小学校 5 校：三丘、高水、勝間、大河内、八代 

中学校 1 校：熊毛 

日米クック（調理・配送） 

H26.4.1 ～ H31.3.31 

日米クック（調理・配送） 

H31.4.1 ～ R6.3.31 

鹿野学校給食センター 

S63(1988).2.1 

小学校 1 校：鹿野 

中学校 1 校：鹿野 
直 営 

R4.3.31 まで 

日米クック（調理） 

R4.4.1 ～ R9.3.31 

徹底した衛生管理のもと、健康の増進や体位

の向上など、児童生徒の心身の健康な成長に

資するため、市内６カ所の学校給食センターを

円滑に運営し、安心・安全でおいしい学校給食

を提供していく。 

●鹿野学校給食センター調理等業務の民間委託 

⇒現在、調理業務等を直営で行っているが、令和４年度から民間委託へ切り替える

ため、事業者の選定を行った結果、株式会社日米クックに決定した。 

直営から民間委託への切り替えのため、運営状況を注視していく必要がある。 

●高尾学校給食センターの調理配送等業務の事業者変更 

⇒令和３年度末で契約期間満了となるため、事業者の選定を行った結果、株式会社

日米クックに決定した。現在、民間委託を行っている５センター（栗屋・住吉・高尾・熊

毛・新南陽）の建設以来、事業者が変更となるのは初めてであり、運営状況を注視し

ていく必要がある。 

２．令和４年度の新たな課題 １．事業の目的 

＜参考：各センターの委託契約＞ 
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６．電子図書館運営事業 

 

概 要 

図書館に来館することなく、ＷＥＢ上で、在宅のまま、２４時間資料の閲覧、貸出・返却ができることで、利用者の利便性の向

上を図ることを目的として、周南市電子図書館を令和３年１２月１日に開始した。 

URL https://www.d-library.jp/shunan/ 

 

利点について 

〇 図書館への来館が困難な利用者に対しても、サービスを提供することができる。 

〇 電子書籍の持つ優れたアクセシビリティ（文字の拡大、読み上げ機能など）を活用して、紙の書籍を利用しづらかった方に

対しても、サービスが提供できる。 

〇 独自資料を収蔵し、閲覧等に供することで、データベース的な役割を担うことが 

できる。 

 

現在の状況（令和４年３月１日現在） 

〇 登録者数 ８１３人 

〇 公開資料数（商用コンテンツ） ２，０７１点 

〇 のべ利用（貸出）点数 ２，７７８点 

 

令和４年度予算額 

   使用料及び賃借料 

〇 システム使用料（クラウド使用料） ６６万円 

〇 情報サービス料（電子書籍使用料）２２０万円  計２８６万円 
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